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MacrobenthicfaunaoftheStreamltachigawa

NoboruNuNoMuRA

'IbyamaScienceMuseum

Themacrobenthicfaunaofinvertebrates（excludinginsects）wassurveyedl2

speciesbelonging4phylawerereportedhereinfromlOstatlonsandsomesupple‐

mentalstatlonsAnisopod，ASC""s師噌E“0板andanon-bloodsuckingleech

Eゆ0”e"α〃"“jnweretwomostdominantspecles．

1．調査法

ハンドソーティングによって川底の昆虫を

除く無脊椎動物を採集した。採集は各地点20

分程度の時間に，長さ10-20mの範囲を，た

も網による水草のしごき，川底の石の表面を

スポンジでこする等の方法により採集を行っ

た。なお，渦虫の同定は藤女子大学教授川勝

正治博士による。

2．調査の結果

3回の一斉調査，2回の予備調査，1回の

補助調査の結果，4動物門にわたる次の12種

の動物を確認した。

扇形動物Plathyhelminthes

渦虫綱Turbellaria

三岐腸目Tricladida

プラナリア科Planariidae

ナミウズムシDz壇2s”ノ”o"z“

ノ”o"jmIcHIKAwAetKAwA－

KATSU

秋季の調査においてのみ，St.lと

St､2においてやや大きめの石の下
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に見られた。この種類は貧腐水'性と

考えられている種類である。

軟体動物Mollusca

腹足綱Gastropoda

中腹足目Mesogastropoda

カワニナ科Pleuroceridae

カワニナSｾ加応〃“ゆれ〃62汀加α

（GouLD）

本種はホタルの餌になる貝として最

も重要なものであるが，いたち川本

流では，のべ3回の調査でわずか8

個体を確認したにすぎない｡しかし，

本年，近隣の水田や用水でかなりの

カワニナの生息が確認されており，

いたち川で見られるかなりの数のホ

タルの餌は，これら近隣のカワニナ

におうところが大きいと考えられ

る。

基眼目Basommatophora

モノアラガイ科Lymmaeidae

モノアラガイRaaなα"”c"必滅Z
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ノtZpO"j“JAY

本種はSt､2以降の各地点に見られ

たが,特にSt､8の左岸の泥の干潟に

多数見られた。

サカマキガイ科Physidae

サカマキガイPﾙysaac〃m

DRAPARNAuD

St､2からSt､8に至るまで少数なが

ら確認された。強腐水'性を指標する

種であるが，上流部であっても下水

の出口が近くにあるところに時々見

られた。

環形動物Annelida

貧毛綱Oligochaeta

後生殖門目Opisthopora

ヒモミミズ科Criodriidae

ヤマトヒモミミズC流0”"/"s

""，y加彪sSTEPHENsEN

本種は比較的清例な水の石の下に比

較的少数見られた。

ヒル網Hirudinea

咽蛭目Pharyngobdellida

イシビル科Erpobdellidae

ナミイシビルEゆ0”g伽“mc"ん〃

（LINNAEus）

St,2を中心に次種とともに生息が

確認された。

シマイシビルEゅ0”β"α／伽”〃

（0．F､MULLER）

St､2以降に極めて多数確認された。

α中腐水性とされるがより清例と

考えられるところにもかなり多数確

認された。

マネビル〃""0”g脆沈ゆ0"j“

BLANcHARD

St､6にわずかに1個体確認された
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だけであった。

吻蛭目Rhynchobdellida

グロシフォニ科Glossiphoniidae

ヌマビルHeﾉ0”e"as奴g"α"s

（LINNAEus）

St､4からSt､7にかけて確認された

やや少ないα中腐水性の種類。

節足動物Arthropoda

甲殻綱C1-ustacea

等脚目Isopoda

ミズムシ科Asellidae

ミズムシAsg""s〃堰“”07虎

BovALLIus

全地点で確認され，しかも極めて多

産している。α中腐水性の種とされ

るが，より清例な水にも多い。

十脚目Decapoda

ザリガニ科Astacidae

アメリカザリガニPmm加6αγ"S

c此Z洗〃(GIRARD）

外国産の動物で，富山県においては

まだそれほど広まってはいない。い

たち川では下流部である程度生息し

ているのが確認された。

イワガニ科.Grapsidae

モクズガニEγ加c〃"γノtzpO邦ic"s

DEHAAN

下流にやや多いカニで，海から上が

ってきたもの。古くから，オスのは

さみ脚にふさ毛があるので,「ケガ

ニ」の名で地元の人たちになじみの

深い種類であった。α中腐水性の生

物とされているが，適応範囲の広い

種類といえよう。
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3．底生無脊椎動物相からみたいたち川

底生無脊椎動物に関する限り，リーベマン

法(優占種法)によるといたち川は，はっきり

したα中腐水性を示すが,実際には各種の示

す生息範囲はかなり広く，α中腐水性とされ

ている動物でも，β中腐水性の水等にも出現

することがよくある。本動物群から見ると概

してSt,l-St､4まではβ中腐水性的色彩が

濃く，St,5またはSt､6以下はα中腐水性で

あるといった方が良いのではないだろうか。

また，調査者の記憶によると30年前，この

川の水系である冷川や，四ツ谷川等で普通に

見られた吸血性のヒル類やオオタニシ等は今

回の調査では全く確認されなかった。逆にミ

ズムシ，シマイシビル，アメリカザリガニ等

はかつてあまり見られなかったが，今回増加

したように思われる。
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